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StudentsenroledintheBostonLong-term IntensiveProgram（BLIP）,studyEnglishand
AmericanCultureattheShowaBostoncampusforthreeconsecutivesemesters.Manyofthe
BLIPstudentsareinterestedinbecomingEnglishteachersandsomusttakecertainrequired
coursesofferedbyShowa・sSchoolofEducation.Normaly,thesecourseswouldbeofferedin
TokyoduringoneofthesemestersthatBLIPstudentsareinBoston.Ourchalengewasto
provideanopportunityforextendedstudyinBostonwhilestilalowingstudentstotake
requirementstaughtby Showa Tokyo faculty.Thesolution wasWeb-Based Teaching
（WBT）.
WehaveofferedWBTclassessincethefalof2007,usingthesamebasicformat.Each
week,thecourselecturewasgiveninTokyo,videotaped,anduploadedtoawebsite.Then,
thelecturewasdownloadedforaweeklyclassinShowaBoston・sLanguageLab.Another
optionwouldhavebeentooffertheclassondemand.Thatis,studentscouldhavebeen
alowedtoview thelectureindependentlyviathewebatatimeoftheirchoosing.Anon-
demandclass,however,wouldnothavereplicatedtheatmosphereoftheTokyoclass.Also,
itwouldhavenotalowedthekindofstudent-teachercontactpossibleviaSkypewhen
studentsaregatheredtogether.
Atthebeginning ofeach classmeeting,studentsin Boston e-mailed their Tokyo
professor,providing a record oftheirattendance.Next,a Boston teacherdistributed
handoutsfortheweekandstartedthevideo,whichwasprojectedonascreenatthefront
ofthelanguagelab.Alternatively,thestudentscouldhaveplayedthevideothemselveson
themonitorsattheirlabstations.Wedecidedagainstthatoption,though,becauseof
possibletechnicalproblemsasstudentscompeteforlimitedbandwidth.
Afterwatchingthelecture,studentse-mailedreportsaboutittotheirprofessorinTokyo.
Thesereportsprovidedproofofattendanceinadditiontothee-mailstudentssubmittedat
thebeginningofclass,andtheyenabledtheTokyoprofessortoverifythatthestudentshad
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understoodthecontentofthelecture.Duringsomeclassmeetings,theTokyoprofessor
communicatedwiththeBLIPstudentsinrealtimeusingSkype,providingthestudentswith
anopportunitytoaskquestionsaboutthecoursecontent.
In addition tothebandwidth issuedescribedabove,someofthechalengesfacedin
offeringthisWBTclasswereschedulingandthetimedifference.TheBLIPstudentstaking
theclasshadbusyclassschedulesandhadfewblocksoffreetimeincommon.Wewereable
tofindonesuitableblockoftimebuthadtomakeoccasionalchangesduetodifferencesin
JapaneseandAmericanschoolholidays.Previously,wehadofferedaWBTclasstoamixed
groupofstudents,oneintheirfirstBLIP semesterinBostonandoneintheirthird.
Findingatimethatworkedforthatmixedclasswasverydifficult,andwedecidedtoteach
onlyoneBLIPgroupatatimeinfuturesemesters.
Tokyois13or14hoursaheadofBoston,dependingonwhetherdaylightsavingtimeis
ineffect,andthiscomplicatedreal-timecommunication.Ontheotherhand,becauseofthe
timeneededtouploadthelectureinTokyoanddownloaditinBoston,theclasscouldbe
heldatasimilartimeinbothlocations.A ThursdaylectureinTokyocanbeviewedon
ThursdayinBoston,whilestilalowingenoughtimeforuploadinganddownloading.
ThejointTokyo-BostonWBT classeshaveprovidedstudentswithnew opportunitiesto
fulfilcourserequirementswhileparticipatinginalong-term studyabroadprogram.The
classeshavealsoincreasedopportunitiesforcolaborationbetweentheShowaTokyoand
ShowaBostonfaculties.Uptonow,wehaveusedWBT onlytoofferTokyoclassesin
Boston.OfferingBostonclassesinTokyoremainsaveryinterestingprospectforthefuture.
1.はじめに
昭和女子大学英語コミュニケーション学科のBostonLong-term IntensiveProgram参加学生
（以降，BLIP生と呼ぶ）は，1年後期から3セメスターにわたってアメリカ合衆国にある昭和ボストン
で研鑽を積むことになっている。このためBLIP生の中で教育公務員を目指す者は，この期間には世
田谷キャンパスで開講される教職専門科目を受講できない。従ってそうした学生は従来，教員免許状
取得に必要な単位を帰国してから教育実習に行くまでのわずかな時間の中で集中して取得しなければ
ならなかった。しかも，もし不可が出た場合には，4年間の在学中には再度受講することはできない
ので，卒業を延期するか，教員免許状の取得を断念するかの選択を迫られることになった。そこで，
私たちは教育公務員を目指すBLIP生が昭和ボストンにいる3セメスターの間に教職専門科目を何単
位かでも取得できないものか，その方策を探った。
2.ICT活用教育の導入
対象学生の数は1講義につき10数名であり，昭和ボストンに教職専門科目担当の教員を常駐させ
たり派遣したりしての開講は，集中講義にしたとしても昭和ボストンの年間計画の中にそれを組み込
むことが難しく，コスト面での負担も大きいので，断念するほかなかった。
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世田谷キャンパスと昭和ボストンを結んだ講義を展開する試みは過去に既にあった。そのための
eラーニングの設備も双方にあると聞き，本学オープンカレッジの運用していたシステムとその運用
状況を調べた。情報コミュニケーション技術〔ICT（InfomationandCommunicationTechnology）〕
にはコンピュータやインターネット，携帯電話，テレビ会議システムなどがあるが，オープンキャン
パスではインターネットを用いていた。私たちは世田谷キャンパスの教員が常時対面しないで行う講
義の方法としてこのシステムが導入できるのではないかと考えた。IT技術を用いる方法はコスト面
での負担は初期段階では大きいが，ランニングコストは教員を派遣する方法よりは少なく，良案と考
えた。
大学通信教育設置基準に適合する遠隔授業には以下の4つの方法がある。
①印刷教材等による授業
②放送による授業
③メディアを利用して行う授業
④一定の時期，一定の場所に集まって行われるスクーリングと呼ばれる面接授業（講師との直接
の対面授業）
オープンカレッジですでに試みられた方式のeラーニングは「メディアを利用して行う授業」になる。
しかし充分には活用されていなかった。原因の一つは機器の操作をする専門の技術を持ったスタッフ
が講義中常に付き添うことができなかったという点にあると考えた。そこで通常の講義のように，講
師が1人ででもできる遠隔授業は無いものだろうかと，他の先行実践を探った。
その一つ，テレビ会議システムを用いた遠隔授業は，これまでの対面授業と同じではないかと考え
た。講師と受講生のそれぞれの側にテレビ電話を設置し，互いの音声と映像が相手側に流れるという
仕組みで，双方向の同時通話ができる。またテレビ電話と異なり受講生同士も同時通話ができ，意見
交換が可能な環境が得られる。このテレビ会議システムのために特別に光ケーブルを敷設して東京と
福岡そして札幌を結ぶサテライト型の講座を行っている大学があり，田中はその講義に参加して効果
を調べた。その結果，コスト面での初期段階の負担も大きく，専用の光ケーブル使用のランニングコ
ストは現実的ではないことが判明した。
インターネットが使えるインフラの中で遠隔授業をしている先行例として，講義映像及びそれに用
いたスライドや動画，音をデジタルデータとしてホームページサーバーに蓄積しておき，受講生が要
求した時点でそのコンテンツが講義をする者の手をわずらわせることなく配信できるVOD（Video
OnDemand）という仕組みがある。放送による授業とは異なり，映像の一時停止巻戻し早送りな
どの操作を受講生自身ができるので利便性が高い。質問は電子メールやホームページの掲示板機能を
使って行うこともできる。この方法で，世田谷区教育委員会と区内にある昭和女子大学，東京農業大
学，駒澤大学，国士舘大学が協働して開講している「せたがやeカレッジ」は，無料市民講座を数多
く提供している。ちなみにこの講座を受講するのに必要とされる環境は以下の通りである。
●パーソナルコンピュータ
Win98SE，WinMe，Win2000，WinXP，WinVistaの各OSが動作するPentium同等以
上のパーソナルコンピュータ
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●インターネットブラウザソフト
MicrosoftInternetExplorer6.0以上
NetscapeNavigator7以上
●動画表示プレイヤー WindowsMediaPlayer9以降
●モニターディスプレイ 1024×768ドット以上の解像度を推奨。
●動画部分は，ブロードバンドインターネット，ケーブルテレビインターネット，ADSLな
ど，300kbps以上の通信速度で接続されていること。
動画の再生には，WindowsMediaPlayer9以降がインストールされている必要がある。
そこで田中は「せたがやeカレッジ」の中に複数の講座を開講して，実際のVODの効果を探った。
また，本学をリードする立場の方，文部科学省の課程認定に精通している方，遠隔地と講師を結ん
での学習に関する知見を持った方，本学のコンピュータネットワークに携わっている方，BLIP生が
所属する学科の方，そして講義担当の方に加わっていただいた作業部会を特設し，満たすべき開講条
件は何かを明らかにした。その結果「昭和ボストンでの受講であっても，世田谷キャンパスで行われ
ている講義の質が保障される」のであれば単位を出すことができるというコンセンサスが得られた。
以上のことを踏まえ，学生が昭和ボストンにいる3セメスターの間に教職専門科目を何単位かでも
取得できるシステムを，可能な限りボストンでも世田谷と同一の講義が受講できることを目指して，
開発することにした。
3.学習監督者を置きVODで実施
（1）世田谷キャンパスと昭和ボストンとの間には約14時間の時差がある。そこでそれを逆手にとり，
同時間帯に行うテレビ会議システムの使用ではなくVODを採用する。
（2）対象のBLIP生が1年生後期であり，本学の規定に照らし合わせてVODの講義は世田谷キャ
ンパスで行う「教育原理」と「教職概論」とし，世田谷キャンパスでの履修登録，採点結果受付
及び処理，単位認定の教務処理にBLIP生のデータを載せて一本化させる。
以上の2点を確認できてもVODによるeラーニングには大きな課題があった。
「せたがやeカレッジ」は単位の認定をしない無料市民講座なので問題にならなかったが，対面授
業と異なりeラーニングで単位を認定するためには，学習者がコンピュータに向かって確かに学習を
しているという証拠を得る必要がある。またVODのeラーニングでは，教室内だけで行う講義では
問題とならなかった資料の著作権の問題（参考，引用文献3）を解決する必要も生じる。
そこで，マリアモンテッソーリが こどもの家で行ったように，学習監督者を置いた教室内で
BLIP生がVOD教材で学習するようにすることで，この2つの障碍を回避した。
4.IT方式BLIP-WBTの確立
世田谷キャンパスの講義内容を東京ボストン間の時差14時間の中でVOD教材に加工する技術
が得られれば，昭和ボストンで同じ日付の同じ時間帯に受講できる。BLIP生にもリアルタイムの感
覚で呈示することが可能だ。
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第1回目
平成19年度前期「教育原理」の小池俊夫教授担当の講義をBLIP生に受講してもらうことにした。
VOD教材の作成は次の流れで行った。まず，世田谷キャンパスでのプレゼンテーションソフトと
ビデオプロジェクターを使っての講義の様子を8cmDVDディスクのデジタルビデオカメラで撮影
した。次にそのDVDディスクからパーソナルコンピュータを使って信号を抜き取り，ビデオ編集
ソフトを用いてストリーミング形式のしかもデータサイズの小さいファイルに変換した。これを動画
のタイミングに合わせてプレゼンテーションのスライドが自動的にかわる「せたがやeカレッジ」方
式のファイルに組み込んでVOD教材を完成させた。これをあらかじめ用意したホームページサーバ
ーにインターネットを使って送り込んだ。これにより世田谷キャンパスでの仕事は終了し，最後に受
講準備完了のメールを昭和ボストンの担当者に送信した。
昭和ボストンでは講義時刻に無線LANが使える教室に受講者を集め，各自のノート型パーソナル
コンピュータを使って無線LANでインターネットに接続させ，指定したアドレスにアクセスさせ，
講義を受けさせるようにした。（図－1）
BLIP生のVOD教材での学習は世田谷キャ
ンパスでは受講できる状態にあることを確認し
ており，万事順調であることを期待していたが，
何とか学習は行えたが不調だったというメール
が届いた。原因を追跡した結果，同時に複数の
パーソナルコンピュータをインターネットに接
続し，しかもそれぞれが大量の情報を受け取ろ
うとする事態が発生したため，昭和ボストンの
無線LAN機能が麻痺を来したことが分かった。
改善策による第2回目
昭和ボストンの無線LANが同時に大量のデータを処理できないことが判明し，数日後の第2回目
に向けての改良を行った。
1点目は無線LANを使って各自のパーソナルコンピュータをインターネットに接続するが，情
報量の多い動画情報は取り込まずに，スライドを
見たり出席確認メールや講義の最後に毎回書く教
育小論文を世田谷キャンパスにいる講師のアドレ
スに送信したりすることのみにコンピュータの使
用を限定することで，無線LANに一斉に負荷がか
からないようにした。
2点目は有線LANで教卓の1台のコンピュータ
をインターネットに接続し，動画情報は接続してあ
るビデオプロジェクターでスクリーンに投影して一斉
視聴をさせる，というもので，WebBasedTeaching
（WBT）として良好な結果が得られた。（図－2）
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図－1 大量のデータを同時に処理できなかった方式
図－2 ビデオプロジェクター用のコンピュータでの
み大量のデータを使用するBLIP用WBT
IT方式BLIP-WBTの確立
昭和ボストンのインターネット環境で大量の
動画情報を使いながら講義を行うために，キャ
ンパス内の多くの学生が一斉にインターネット
を使う時間帯に遭遇しても不安定にならないよ
うな方式を開発した。これは，講義に用いる大
量の動画情報を，昭和ボストンのインターネッ
トの使用があまりなされていない時間帯に教卓
のコンピュータにあらかじめ動画ファイルとし
てダウンロードしておき，受講時には動画情報
をインターネットを使わずにビデオプロジェク
ターからスクリーンに投影し一斉視聴をするも
のである。また，受講生が講義の動画を見なが
ら必要に応じてスライドをかえられるようにVODを開発した。これを私たちはIT方式BLIP-WBT
と名付けた。（図－3）
こうして平成19年度の前期「教育原理」で確立された方法を用い，同年度の後期には「教育原理」
「教職概論」を，平成20年度後期には「教職概論」を，この方式をベースとして支障無く行うことが
できた。4回の試みにおける受講生総数は53名にのぼる。
5.考察と今後の課題
BLIP生が昭和ボストンにいる3セメスターの間に教職専門科目を何単位かでも取得できるように
して，卒業を延期するとか教員免許状の取得を断念するという事態をできるだけ避けたいと考え，ジ
ョン E.マッカーシー氏と2年余の取り組みをしてきた。この間，昭和ボストンの井熊 康之氏には
勤務時間を超えての支援をしていただいた。IT方式BLIP-WBTの確立は，本学の建学の精神が具
現化された試みであると評価できよう。
遅刻や欠席は出席確認の電子メールでチェックする。学習の質は電子メールで毎回送られてくる教
育小論文を，世田谷キャンパスで対面教育で受けている受講生の書く教育小論文と比較評価すること
で維持している。また昭和ボストンの受講生の代表者に受講時の問題点など気づいたことを報告して
もらう終了確認メールなどから，VODの質を評価している。講義担当者はボストンと世田谷双方の
受講生の教育小論文を次の講義の前に読み，この小論文を形成的に評価して，次の講義を組み立てる
ことができる。VODのコンテンツが常に今の受講生のニーズに合わせられるのが，この方式の長所
である。
一方課題もある。学習監督者を置いた教室内でBLIP生がVOD教材で学習するために，一斉学習
の時間と教室を確保する必要があるが，昭和ボストンで行われる学生の特別な活動の都合に合わせて
講義時間を移動させることは簡単にはできない。世田谷キャンパスの予定に沿って講義は行われてい
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図－3 動画情報を事前にダウンロードする IT
方式BLIP-WBT
くからである。そこで各方面の先生のご協力を得て時間割の調整を行い，BLIP生を希望する者が
1年の前期に「教育原理」の受講ができるようにした。昭和ボストンでは「教職概論」のみとなり一
斉学習の時間と教室の確保が容易になった。
平成20年度後期の「教職概論」にはインターネットでスカイプのテレビ電話機能を用いて，世田
谷キャンパス側で学生の講義を受けている様子を見ることができたし，受講生との直接の会話も試み
た。昭和ボストンの講義時間に合わせるためには，世田谷キャンパス側では早朝の4時，5時という
時間帯のやりとりになるが，その分，学生たちの学習状況をより明確に把握できるようになった。今
後私たちはスカイプのこの機能をIT方式BLIP-WBTの補完的な手段として使えるように工夫を重
ね，昭和ボストン学内LANのインフラでもきれいな画面にするための実験を積んでいきたいと考え
ている。
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▲昭和ボストンのLL教室 ▲左の教室での学習を筆者が日本で
スカイプを用いて見た映像
